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第３３回運営協議会を開催しました 

  

 

 

 

 

 令和5年11月9日（木）の午前10時から第33回

運営協議会を当工場で開催しました。 

 令和5年4月から令和5年9月までの操業状況とし

て、ごみ搬入量や焼却量、発電状況、区民の声対応

状況、見学者実績を報告しました。続いて環境調査

結果として、排ガス、排水、臭気、ごみ性状、ダイ

オキシン類の調査結果などを報告しました。 

 今回の運営協議会では、ごみの性状やごみの分別

と焼却への影響について質疑がありました。 

        

第34号 

世田谷清掃工場運営協議会 検索 

資源とごみの出し方に関するお問合せ 粗大ごみのお問合せ 

世田谷区 

清掃・リサイクル部事業課 

☎03-6304-3297 

世田谷清掃事務所 

（世田谷・北沢地域） 

☎03-3425-3111 

玉川清掃事務所 

（玉川地域） 

☎03-3703-2638 

砧清掃事務所 

（砧・烏山地域） 

☎03-3290-2151 

世田谷区 

粗大ごみ受付センター 

☎03-5715-1133 

ＱＲコード 

※運営協議会は町会・自治会、マンション管理組合、PTA、世田谷区、当組合で構成され、 

 工場の運営について情報提供や意見交換をしています。 
 

※資料（ごみ搬入量、環境調査結果など）は、 

 ホームページに掲載しています。   

 

地域防災への貢献                

 

「ＱＲコード」は株式会社デンソーウェーブ

の登録商標です。 

  

 

 

  

運営協議会の様子 

運営協議会の様子 

令和５年11月に行われた東京消防庁の総合震

災消防訓練の一環で、当工場に東京消防庁のハ

イパーレスキューと川崎市消防局の消防車両、

隊員が集結しました。 

東京二十三区清掃一部事務組合は東京都と

「大規模災害時における清掃工場の使用に関す

る協定」を結び、ごみ処理施設というライフラ

インとしての役割だけでなく、災害時に救出救

助機関等の活動拠点となる場所を提供します。 

世田谷清掃工場に集結した消防車両 



煙突の内側です 

充電式電池（リチウムイオン電池）はごみに混ぜないで 

     

  

 清掃工場は一般家庭等から出される可燃ごみの焼却施設です

が、工場に搬入されたごみが発火し、火事になることがありま

す。当工場では令和4年度にごみバンカ内の火災検知が29件あ

り、いずれも当工場の自衛消防隊が対応しました。 

 東京消防庁によると、近年、リチウムイオン電池が原因と

なった火災が増加しており、ごみ収集車や処理施設内で出火す

る事例も増加傾向にあります。 

 リチウムイオン電池はモバイルバッテリーやワイヤレスイヤ

ホンなどに幅広く使用されています。外部からの衝撃による破

損や変形などにより発火する危険性が高く、可燃ごみに混入し

た場合、清掃工場が停止するおそれがあります。廃棄に当たっ

ては、お住いの区の分別ルールに従ってください。 
 

 

参考資料  混ぜて捨てないで！リチウムイオン電池！ 

       東京都環境局、東京消防庁報道発表資料 令和5年11月28日             
                      https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/ 

                                press/2023/11/28/12.html 

 世田谷清掃工場環境フェア2023を開催しました 

リユース品の無料頒布 

クレーン操作室の見学 

 令和5年11月19日（日）に世田谷清掃工場環境

フェア2023を開催しました。 

 見学者説明室では、ＮＰＯ法人によるエコ工作の

ほか、食品ロスに関する展示とクイズを行い、ご家

庭で取り組むことができるごみ減量について楽しく

学んでいただきました。 

 また、今年は新たに世田谷区立図書館のコーナー

を設け、図書館で不要になった本の頒布会を実施し

ました。 

 駐車場では、世田谷区による水素で走る燃料電池

自動車の展示、リユース品の無料頒布会を行いまし

た。 

 工場見学の特別コースでは、大きなクレーンでご

みをつかんで持ち上げる様子に歓声が上がりまし

た。また、普段は入ることのできないごみ収集車が

走る構内道路を歩いて煙突を真下から見上げたり、

ごみを積んだ収集車の重さを量る大きな計量機に

乗ったりすることで、清掃工場のしくみや役割を体

感していただきました。 

リチウムイオン電池は

可燃ごみとして出すこ

とはできません 


